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※参考 

電動式生ごみ処理機の３つのタイプについて(参照:ＪＥＭＡ［日本電機工業会］) 

http://jema-net.or.jp/Japanese/ha/gomi/about.html 

 

 乾燥式 バイオ式 ハイブリッド式 

原理 生ごみの水分を飛ばす

ことで減容化する。 

基材と混ぜた生ごみを

微生物に食べさせて減

容化する。 

微生物が活動しやすい環境を整え

た上で、基材と混ぜた生ごみを微

生物に食べさせて減容化する。 

減容 

能力 

約１/７ 約１/１０ 約１/１０ 

長所 ・本体が比較的コンパ

クトな形にできる 

・手間がかからない 

・減容化能力が高い 

・堆肥が生成できる 

・減容化能力が高い 

・堆肥が生成できる 

短所 ・電気代がかかる 

・堆肥は生成できない 

・微生物の環境を整える

のが難しい 

・基材の代金がかかる 

・水分量調節のための木

材チップ等が必要 

・微生物の環境を整えるのが難し

い 

・基材の代金がかかる 

主な 

構造 

   

 

 分別して入れる 

投入できるものとできないものがあります。あらかじめ必ず分別しましょう。 

 小さく、短く、ほぐして入れる 

かぼちゃなど硬くて大きいものは小さく、果物の皮、ねぎなどの繊維質の長いものは短く、だんご

状のものはほぐして入れましょう。かくはん羽根への巻き付き防止になります。 

 よく水切りする 

生ごみの水分を十分に切ってから入れましょう。乾燥式の場合、処理時間が短縮されます。また、

バイオ式やハイブリット式の場合、基材やチップのべたつきやにおいを抑えます。 

 入れすぎない 

投入量は取扱説明書に従い入れましょう。規定量をこえると、分解不良を起こしにおいの原因にな

ります。また小分けにして投入すると分解しやすくなります。 

 においの強いものは量を減らす 

魚やイカのあら、でんぷん質、かんきつ類、水分の多いものなど、入れすぎるとにおいが強くなる

ものは投入量を減らしましょう。 

 

 

※ＪＥＭＡでは、家庭用電気生ごみ処理機の自治体の助成金についても調査結果が公表されています

が、この調査は 2015 年度をもって実施しておりません。 
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